
愛知県民（名古屋市も含む）の 
市民生活と水道水、 
長良川河口堰の役割

富樫幸一（岐阜大学地域科学部） 
長良川河口堰最適運用検討委員会　 
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長良川：岐阜市鏡島大橋より



フルプラン（2004）の2015年実績による評価： 
　　尾張・名古屋の新しい水需要予測（2030年）の提案 

尾張地域のフルプランの2015年の予測と実績 

名古屋市の水道の需要実績 

＜参考：東京都・福岡市・大阪府＞ 

尾張地域・名古屋市の2030年予測と条件 

＜国土審議会：新たな水資源開発計画のあり方＞ 

長良川河口堰の開門調査のための代替案 

異常渇水時の代替案



◇水道 
・人口推計：社人研推計 ⇔ 地方創生＝人口ビジョン，出生率の回復，転出入では差 
・家庭用水：節水型の洗濯機，水洗トイレ 
・日最大給水量の低下，年平均日給水量との比である負荷率が上昇：約90％ 
　要因：7月の日最大ピークの低下，日単位の変動のデータ（名古屋市，県営水道） 

◆都市活動（営業用など）用水 
・昼間人口の推移，節水型ビル・トイレで逓減 
・名古屋市の地下水専用水道への転換，都市活動用水（業務用）の減少 

○尾張地域　2015-2030年　日最大給水量の予測 
　推計①  家庭用原単位，都市活動用水・工場用水：2000-15年の直線的延長で減少 
　　　　  有収率・負荷率を若干アップ：-8.3％ 
　推計②  都市活動用水・工場用水：2000-15年の直線的延長， 
　　　　  家庭用原単位は若干の低下，有収率・負荷率は2015年実績：-2.2% 

△名古屋市：みずプラン32：2015-20年，日平均給水量-4.25％の減少



尾張地域には，愛知用水の刈谷，高浜を含む，愛知中部（みよし市）を含む 
名古屋市水道の市外給水区域（旧清須市・旧甚目寺町・大治町），人口推計などは名古屋市内

尾張用水 愛知用水 尾張地域・名古屋地域



水源施設～水道事業の用語，考え方
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尾張地域の未利用水量と給水能力，県水受水量（2015年）

117.75万㎥/日の現在給水能力、日最大の県水受水は82.5万m3/日（日最大の稼働率は70％，2015年） 
現在給水能力は河口堰＝長良導水（2.86㎥/s、知多）までに対応、  
水利権の河口堰（三重転用）より上の分は未利用の開発水量． 
味噌川ダムの西三河への暫定転用（1.756㎥/s）はここでは表記していない．
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2000年 2015年予測 2015年実績 （実績-予測）
行政区域内人口 千人 2,799 2,951 2,963 12
水道普及率 ％ 99.8 100.0 99.7
水道給水人口 千人 2,794 2,951 2,935 -16
家庭用有収水量原単位 l/人・日 254 260 235 -25
家庭用有収水量 千㎥/日 709.8 767.2 689.9 -77.3
都市活動用水有収水量 千㎥/日 150.8 175.4 139.2 -36.2
工場用水有収水量 千㎥/日 45.3 50.5 40.3 -10.2

* １日平均有収水量 千㎥/日 905.9 993.1 869.4 -123.7
+ 有収率 ％ 91.8 93.5 92.6 -0.9
* + 1日平均給水量 千㎥/日 986.6 1,062.2 936.3 -126

1人１日平均給水量 l/人・日 353 360 319 -41
負荷率 ％ 84.3 80.1 88.8 8.7
１日最大給水量 千㎥/日 1,170.9 1,326.5 1,054.7 -272
利用量率 % 99.2 91.6 99.6

* １日平均取水量 ㎥/s 11.51 13.42 10.88 -2.54
１日最大取水量 ㎥/s 14.85 16.76 12.25 -4.51
　指定水系分 ㎥/s 14.53 16.57
　その他水系分 ㎥/s 0.32 0.19

尾張地域のフルプランの2015年の予測と実績

資料：愛知県　需給想定調査，愛知県の水道

→日最大取水量が乖離

1人1日当り有収水量が 
過大だった

低い負荷率，利用料率 
の設定
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名古屋市の給水人口，人口1人当り有収水量

資料：名古屋市統計年鑑より
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尾張地域の日最大と日平均給水量，負荷率の推移

資料：愛知県の水道

日最大給水量の低下 
負荷率は上昇
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名古屋市の給水人口，人口1人当り有収水量

資料：名古屋市統計年鑑より作成
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１日最大給水量（ 7月16日）：849,331㎥/日，7月平均は799,288㎥/日，年平均761,477㎥/日 
年間の1日最大給水量の負荷率89.65％，最大月でみた負荷率は95.27％



7月（2014年）の愛知県営水道用水供給事業の日有収水量・ 
名古屋市水道の日配水（給水）量
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2014年7月の日単位の有収水量・給水量： 
愛知県営水道用水供給事業（全県），名古屋市水道事業ともに， 
天候（日照時間で表示）によって同じ変化を示している． 
梅雨明け宣言，あるいは梅雨の晴れ間に日にピークが現われる． 
資料：名古屋市上下水道局，愛知県企業庁，名古屋気象台



名古屋市会９月定例会（２０１６年９月開催）平成２７年度水道事業
決算案　審議資料（経済水道委員会） 
「地下水を利用した専用水道の影響について（平成２７年度実績）」 

①使用者数　　60件 

②影響水量　　3,171千㎥（8,688㎥/日，業務用：2003年の
10.1→2014年の7.9万トン，2.2万㎥/日の減と比べると大きい．） 

③影響金額　　1,105,029千円 

（注1）影響水量は使用者の年間地下水揚水量の合計水量 
        （名古屋市内，下水道料金に影響する） 
（注2）影響金額は影響水量に本市の水道料金表の該当単価を 
          乗じて算出した額の総額 

この数値への注： 
※専用水道とは、水道法上の専用水道のことである。 
※年度とは、調定月の属する年度のことである。 
※水量とは、調定の対象となった水量のことであり、調定の対象とな
らない控除分の水量を含まない。 

名古屋市の地下水利用専用水道の水量



東京水道　施設再構築 基本構想　2012年3月



大阪広域水道企業団の水需要予測（水道用水供給事業）平成26年8月



尾張地域の2030年予測と条件：① 節水傾向を延長

1人1日当り家庭有収水量：235→216ℓ/人・日 
負荷率：90％ 
1日最大給水量：105.5→96.8万㎥/日 
1日最大取水量：12.25→11.24㎥/s

2000年 2015年実績 2030年予測
行政区域内人口 千人 2,799 2,963 2,988 社人研予測
水道普及率 ％ 99.8 99.7 99.7 2015年実績
水道給水人口 千人 2,794 2,935 2,979
家庭用有収水量原単位 l/人・日 254 235 216 2000-15年減少傾向を延長
家庭用有収水量 千㎥/日 709.8 689.9 643.4
都市活動用水有収水量 千㎥/日 150.8 139.2 127.6 2000-15年減少傾向を延長
工場用水有収水量 千㎥/日 45.3 40.3 35.3 2000-15年減少傾向を延長

* １日平均有収水量 千㎥/日 905.9 869.4 806.3
+ 有収率 ％ 91.8 92.6 92.6 2015年実績
* + 1日平均給水量 千㎥/日 986.6 936.3 870.8

1人１日平均給水量 l/人・日 353 319 292
負荷率 ％ 84.3 88.8 90.0 90％に上昇
１日最大給水量 千㎥/日 1,170.9 1,054.7 967.5
利用量率 % 99.2 99.6 99.6 2015年実績

* １日平均取水量 ㎥/s 11.51 10.88 10.12
１日最大取水量 ㎥/s 14.85 12.25 11.24
　指定水系分 ㎥/s 14.53
　その他水系分 ㎥/s 0.32



尾張地域の2030年予測と条件：② 2015年実績を基準

1人1日当り家庭有収水量：235→230ℓ/人・日 
負荷率：88.8％ 
1日最大給水量：105.5→103.1万㎥/日 
1日最大取水量：12.25→11.98㎥/s

日最大給水量：2015-2030年 
① -8.3％，② -2.2%

2000年 2015年実績 2030年予測
行政区域内人口 千人 2,799 2,963 2,988 社人研予測
水道普及率 ％ 99.8 99.7 99.7 2015年実績
水道給水人口 千人 2,794 2,935 2,979
家庭用有収水量原単位 l/人・日 254 235 230 2015年実績より5ℓ/人・日減
家庭用有収水量 千㎥/日 709.8 689.9 685.1
都市活動用水有収水量 千㎥/日 150.8 139.2 127.6 2000-15年減少傾向を延長
工場用水有収水量 千㎥/日 45.3 40.3 35.3 2000-15年減少傾向を延長

* １日平均有収水量 千㎥/日 905.9 869.4 848.0
+ 有収率 ％ 91.8 92.6 92.6 2015年実績
* + 1日平均給水量 千㎥/日 986.6 936.3 915.8

1人１日平均給水量 l/人・日 353 319 307
負荷率 ％ 84.3 88.8 88.8 2015年実績
１日最大給水量 千㎥/日 1,170.9 1,054.7 1,031.3
利用量率 % 99.2 99.6 99.6 2015年実績

* １日平均取水量 ㎥/s 11.51 10.88 10.64
１日最大取水量 ㎥/s 14.85 12.25 11.98
　指定水系分 ㎥/s 14.53
　その他水系分 ㎥/s 0.32



愛知県全体（三河も含む），県営用水供給事業，（市町村の自己水源を含まない）
愛知県企業庁経営戦略（平成28～37年度）　2016.3

10年間，-1.85％： 
H42（2030）年まで延長すれば，-2.78％



名古屋市　水プラン32：名古屋市上下水道局

名古屋市上下水道局からのコメント： 
みずプラン32の収支計画における工業用水道の給水量については、財務収益上の見込みとして、 
2015年度は実績値でなく予算値、2016年度は2014年度決算の水準とし、2017年度は新規需要等を見込んで
算出しました。



国土審議会水資源開発分科会調査企画部会　平成29年1月20日





長良川用水
新大江取水口

長良川用水勝賀取水口

長良導水取水口

：浚渫前の塩水遡上範囲

：長良川用水の受益地
（約3,000ha）

：堰が無ければ地下水が新た
に塩水化する可能性のある
範囲（約1,600ha）

北伊勢工業
用水道
第２取水口
（撤去済）

北伊勢工業
用水道
第１取水口

）

：浚渫後の塩水遡上範囲

長良川河口堰

福原輪中取水口

・  木曽川大堰の名古屋臨海
　工業用水道（未利用）への
　再転用
・  既存の愛知用水水源で供給

・  アオ取り（逆潮灌漑）
　満潮時に一時取水（完成前の状態）

・  通常時は他の水源でまかなえる
　（完成前は第2取水口でもほとんど取水せず）
　異常渇水時は，木曽川大堰の正常流量に
　切り下げ，又は農業用水との調整

中勢水道も取水口併用

・  農業塩害を引き起こす濃度まで
　塩水が遡上するか？
　地下水の塩水化の被害が起こるか？長良川河口堰を 

開門調査するための 
代替案



計画渇水を上回る場合の代替案：成戸流量と岩屋ダムの運用 

（1）実質的に必要とされるな工水，水道の取水量が約20㎥/s弱ならば， 
　　成戸流量が70㎥/s以上あれば取水は自流から可能で岩屋ダムからの補給は必要ない． 

（2）70㎥/sを下回る時点から，制限流量＝正常流量を40㎥/s（1986/7渇水年に実施） 
　に引き下げれば取水は続けることができる． 

（3）さらに50㎥/sを切った時点から，自流からの取水を10㎥/sに加えて， 
　　岩屋ダムからの7.8㎥/s（取水必要量）までの補給を始める． 
　利水容量の満水時（6,190万㎥/日）からスタートすれば，92日間の補給日数にあたる． 
　1986/7の冬季の渇水は12月上旬から3月上旬までなので，代替的な試算で対応できる． 

（4）施設実力調査に即すると，87年12月にダム補給を開始してからの補給量の合計は 
　3,685万㎥なので，この貯水容量から始めた場合には55日間で， 
　さらに不足している1ヶ月超の期間のみは維持流量を30㎥/s（味噌川・阿木川ダムで可能 
　な不特定補給の基準）に引き下げてまかなう． 

（5）1994（平成6）年のような50～60年規模の異常渇水時（夏季）でも， 
　電力ダムからの補給，農業用水からの転用で対応できている． 


